
市 長 記 者 会 見

令和8年5月28 日

本 日 の 案 件

いわき市総合防災訓練【大雨・洪水編】の実施について

～県石油協同組合いわき支部等の協定締結事業所等と連携した新たな取組みなど～
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- あなたに寄り添う - 悩み相談チャット「傾聴ＡＩ」実証実験について2

臨海部大規模事業所撤退・縮小に係るタスクフォースの設置について3
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市 長 記 者 会 見

1 いわき市総合防災訓練【大雨・洪水編】の実施について

～県石油協同組合いわき支部等の協定締結事業所等と連携した新たな取組みなど～
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いわき市総合防災訓練

【大雨・洪水編】の実施について

～県石油協同組合いわき支部等の協定締結事業所等と
連携した新たな取組みなど～
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～台風災害への新たな備え～

「逃げ遅れゼロ」「災害死ゼロ」
を目指して

１ 日 時

令和８年６月27日 ㈯ ８時30分～11時30分

２ 訓練目的

新たな防災気象情報への対応

【予備日：６月28日 ㈰】

３ 訓練内容

台風接近に伴い市内に線状降水帯が発生
想定イメージ 4



４ 参加予定数

約1,400人（うち市民 500人）

５ 注意事項

・当日８時30分に避難訓練用の「高齢者等避難」を発令
・市民の皆様には、同時刻に「緊急速報メール」でお知らせします
・避難所を開設するような事象が発生した場合は中止となります

＜参加関係機関＞

官：福島海上保安部、陸上自衛隊、国土交通省東北地方整備局、福島地方気象台、
福島県、福島県警察本部、福島市、郡山市

産：ミドリ安全㈱、㈱エナジア、常磐共同ガス㈱、㈱相馬屋、井本商運㈱、
県石油協同組合いわき支部、（一社）いわき市医師会、
（一社）生涯健康社会推進機構、東北電力ネットワーク㈱、
佐川急便㈱、ヤマト運輸㈱、福島テレビ㈱、㈱いわき市民コミュニティ放送

学：東北大学災害科学国際研究所
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本部における防災力向上

新たな防災気象情報を取り入れた訓練

警報・注意報の情報名に「レベル」が付与されます!!

河川の氾濫の危険度の伝え方が変わります!!
(特別警報の新設など)

「警戒レベル４相当」の情報は「危険警報」として発表されます!!

旧 新
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主な取組みの概要

地区における防災力向上 本部における防災力向上

孤立集落の急病人の海上搬送訓練（勿来地区、小名浜地区）

港湾業務艇「おきかぜ」 搬送ルート

自衛隊による災害派遣用
資機材の展示（田人地区）

本日から情報提供を開始する「新たな防災気象情報」を取り入れた訓練

災害派遣用資機材

【新たな防災気象情報一覧】

河川水位AI予測システム画面 IP無線機

相馬屋常磐共同ガス社屋

２ 孤立集落からの海上人員搬送訓練

３ 災害派遣資器材の展示

５ 新たな防災気象情報を取り入れた訓練

６ 河川水位ＡＩ予測システムを
活用した訓練

７ 新たに導入したＩＰ無線機
運用訓練

○大雨を想定した常磐共同ガス
社屋への垂直避難訓練
【R7.7.18 協定締結】

○相馬屋による垂直避難場所
への物資輸送訓練
【R8.3.17 協定締結】

１ 協定締結事業所による垂直避難及び物資輸送訓練（常磐地区）

○県石油協同組合いわき支部・
いわき市医師会

【R8.4.15 協定締結】

○井本商運株式会社
【R7.3.28 協定締結】

４ 石油の安定確保及び海上物資輸送に係る情報伝達訓練

※県内他自治体の実施状況については不詳
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常磐共同ガス社屋への垂直避難訓練

協定締結事業所による垂直避難及び物資輸送訓練（常磐地区）

相馬屋による垂直避難場所への物資輸送訓練

常磐共同ガス社屋

避難

災害対策本部

情報共有

依頼

輸送

【R7.7.18 協定締結】

【R8.3.17 協定締結】

訓練イメージ

市民

地区における防災力向上

パックご飯
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地区における防災力向上

孤立集落からの海上人員搬送訓練（勿来～小名浜）

【想定②】
・船（国土交通省船舶）へ市消防本部救急隊を乗船させ、
小名浜港から小浜港に向けて移動

・小浜港で急病人を乗船
船内で応急処置を実施し、小名浜港へ搬送

【想定③】
船から急病人を下船させ、
救急車両により医療機関へ搬送

【想定①】
土砂災害により孤立した
小浜地区にて急病人が発生

訓練イメージ

消防本部
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本部における防災力向上

                       県石油協同組合
いわき支部

【R8.4.15 協定締結】

石油の安定確保及び海上物資輸送に係る情報伝達訓練

井本商運株式会社
【R7.3.28 協定締結】

訓練イメージ

燃料不足

陸路寸断等による物資不足

災
害
時

災害対策本部

➣災害対応のため、いわき市
医師会等、関係機関に燃料を
安定供給

➣港を利用したコンテナ船に
よる物資の緊急輸送

協定締結事業所等
情報伝達訓練
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市民の命を守る取組みを
全力で進めていきます。

逃げ遅れゼロ・災害死ゼロ
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市 長 記 者 会 見

2 - あなたに寄り添う - 悩み相談チャット「傾聴ＡＩ」実証実験について
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－あなたに寄り添う－

悩み相談チャット「傾聴AI」
実証実験

令和８年５月28日（木）
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1 実証実験の目的

孤独・孤立の状態に陥っている方は、困りごとの相談がしにくい状況にあ
り、問題が複雑化・複合化・重度化する可能性がある。
地域共生社会の実現に向けて、孤独・孤立を感じているなどの悩みを抱
える方がいつでも気軽に相談できる体制を検証するため、市と㈱ZIAIが
相互に連携・協力し、傾聴ＡＩを活用した相談機能の実証実験を行うもの。

生活での困りごとを気軽に相談できる相手がいない 33%

自分や家族のことを他人に知られたくない 23%

他人に頼らず自分で解決したい 20%

誰に相談すればいいかわからない 13%

困りごとを
相談しない理由

（R7.5月実施／地域福祉に関する
アンケート調査より）

相談が遅れることで、困りごとの複雑化・複合化・重度化が懸念される。
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2 傾聴AIの特徴

傾聴・共感に特化したAIチャット相談のため気持ちや考えを整理する

助けになる

スマートフォン・タブレット端末等で場所・時間を気にせず24時間いつ

でも利用可

匿名で内容を気にせず気軽に話せる

希望があれば相談内容に合った窓口情報をご案内

AIに依存させない工夫がされている

（相談時間は1回あたり1時間以内で終了／前回トークを記憶しない）
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3 株式会社ZIAIとの連携事項（令和８年５月20日付けで実証実験に関する協定締結）

傾聴AIを活用した孤独・孤立対策等に資する実証実験に関すること 等

4 対象

いわき市に居住する方（年齢問わず、特に孤独・孤立などの悩みを抱えている方からの相談を想定）

5 実証期間

３か月（令和８年６月１日（月）～令和８年８月31日（月）） 無料／24時間利用可

6 利用方法

悩み相談チャット傾聴AIのサイトまたは二次元コードから利用（無料）
URL https://chat.ziai.jp/organization/c1dd4124-5a5d-40d4-99d2-7968c9b1fef7
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7 操作方法 1/2

ニックネームの入力1

性別の入力2

年齢の入力3 職業の入力4
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7 操作方法 2/2

相談カテゴリーの選択5 相談機関への相談有無6
相談チャット開始
（1時間以内/回）7

本人の希望に応じて
市につなぐ8
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8 実証実験のねらい（効果） ※傾聴AIの特徴から次のようなニーズや効果を検証

相談対応の拡充が図られるか
24時間いつでも対応できる仕組み（既存窓口の補完）
相談時間帯／相談件数／合計相談時間の把握／閉庁後相談件数

これまでの未相談者からの相談が増加するか
相談のハードルを低くする（匿名性・安心感）
相談者の傾向・相談内容を分析して他の施策展開へ活用

不安感の軽減等につながるか
孤独・孤立の解消とメンタルケア／傾聴AIの対応に関する満足度を把握

専門的な支援につなぐことができるか
相談内容に応じた専門的支援への橋渡し（トリアージ機能）
行政等の専門的な支援（相談窓口）に誘導した件数／窓口情報の整理
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6/1～ 実証実験の開始

8/31  実証実験の終了

9/1～ 効果検証

※ 課題・効果等を整理のうえ事業化の検討

9 今後の展開

地域共生社会の実現に向けて、様々な悩みに寄り添える仕組みを検討していきます！
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市 長 記 者 会 見

3 臨海部大規模事業所撤退・縮小に係るタスクフォースの設置について
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いわき市経営発達補助金について

臨海部大規模事業所撤退・縮小に係る

タスクフォースの設置について

産業振興部

令和8年5月28日

市長記者会見資料
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直接的な雇用影響 約590人

・三菱ケミカル㈱ 290人

・小名浜製錬㈱ 300人

タスクフォース設置の背景

臨海部化学・素材系企業の撤退・縮小

東邦亜鉛㈱が亜鉛精錬事業から撤退

三菱ケミカル㈱小名浜工場が2027年3月末

での完全撤退を発表

堺化学工業㈱が酸化チタン事業から撤退

小名浜事業所第一工場を廃止 (2026.1)

小名浜製錬㈱が2027年3月での銅精鉱処理

停止を発表

2025.3

2025.3

2025.12

2026.3
（参考）小名浜製錬㈱取引先 帝国データバンク公表

取引企業数 全国 236社 （県内70社）

取引総額 年間202億円 （県内37億円）
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タスクフォース設置の概要

設置目的

臨海部大規模事業所の撤退・縮小を踏まえ、地域経済

への影響を最小限に抑えるため、関係機関が実務レベ

ルで連携し、雇用と事業継続の両面から機動的な支援

を行う「タスクフォース」を設置する。

構成機関

主な役割と活動内容

スケジュール

・いわき商工会議所

・いわき地区商工会連絡協議会

・いわき公共職業安定所

・福島県いわき地方振興局

・いわき市産業振興部

アドバイザー：平金融団

①取引先・関連会社への影響把握

②影響企業に対する相談・支援体制の構築

③再就職支援

④雇用の受け皿となる市内企業の掘り起こし

５月２８日 タスクフォース設置 市長記者会見

7月上旬～ 影響把握・支援ニーズ確認調査

9月～ 個別支援
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タスクフォースの役割イメージ

タスクフォースによる伴走支援

商工団体/ハローワーク/県振興局/市/金融機関

影響を受ける企業が

直面する課題

！ 取引先の撤退・縮小による
販路喪失

！ 将来的な売上減少への不安
金融機関と連携した資金繰り支援

新たな販路開拓支援

事業再構築支援

事業継続・新展開

！ 雇用の維持が困難に

取引先の多角化

新分野への事業転換

持続的な地域雇用維持

撤退・縮小事業者 地域企業

経営体力があるうちに
新たな収益源を模索する必要

従業員の再就職が課題 雇用受入・人手不足解消

再就職支援

技術・強みを活かした次なる展開を支援

地域企業への再就職を支援
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【参考】～市制度融資のご案内～
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